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操作マニュアル



はじめに

本操作はマニュアルは、コンジョイント分析を

理解しているユーザーを対象に作成されています。

なお、

⼿法の詳しい解説は関連の⽂献を参照してください。

参考⽂献

井上勝雄編:エクセルによる調査分析⼊⾨、海⽂堂出版、pp.148-160、2010



全体の構成

プロファイルカードのテンプレート
（パワーポイントで制作）

コンジョイント分析のソフト
（エクセルで制作）



テンプレートの目的

被験者のプロファイルカードの選好順序データを取得
します。
なお、事前に準備した複数のプロファイルカードは、
パワーポイントのスライド上に配置します。
次に、
その順序データをエクセルのコンジョイント分析
ソフトに使⽤します。



プロファイルカードの構成



テンプレートの説明

・スライド１：表紙
・スライド１：注意事項
・スライド２：被験者情報⼊⼒
・スライド３：プロファイルカード
・スライド４：操作履歴

テンプレートは5枚スライドで構成されています。



被験者情報入手のスライド

パワーポイントの⽂字編集機能を⽤いて内容を編集してください。
必要な注意書きなどがあれば空⽩欄にキー⼊⼒で作成します。



プロファイルカードの配置スライド①

事前にプロファイルカードを準備してください。



プロファイルカードの配置スライド②

準備したプロファイルカードをスライド上に配置します。

実験終了



プロファイルカードの配置スライド③

プロファイルカードを選んだ順序データを記録するために、マクロのプログ
ラムに記載されている名称にプロファイルカード名を変更します。
①ホーム画⾯タブ
②選択からオブジェクトの選択と表⽰
③図を選択し、名称変更を⾏います。
④カードの名称は[card1]〜[card6]
は、[card+数字]で設定します。

実験終了



プロファイルカードの配置スライド④

カードの名称の変更はキー⼊⼒で⾏います。なお、⽂字は半⾓英数字です。

実験終了



プロファイルカードの配置スライド⑤

プロファイルカードをクリックで選択したら、そのカードの番号
データをプログラムが⼊⼿するために、動作設定をおこないます。

②カードを選択する。

①「挿⼊」をクイックする。

実験終了

③「挿⼊」内の「動作」
をクリックすると、
次⾴のダイアログが表⽰
される。



プロファイルカードの配置スライド⑥

各プロファイルカードについて、
「オブジェクトの動作設定」の内容を⼊⼒します。

①「マクロの実⾏」
をクリックし、
カード番号のマクロ
を選択する。

②選択が終了したら
［OK］を
クリックする。



動作設定の実行内容（説明）

プロファイルカードを選択クリックすると、カードの背⾯にある⽩い全⾯
ボードの裏側に、そのカードを移動させるマクロが実⾏されます。

移動



操作履歴データのスライド

このスライドの⾮表⽰設定になっています。
被験者の操作履歴（選好順序）データを書き出します。

右の[Top]ボタンは
ページの先頭の被験者情報⼊⼒
のスライドに戻ります。

右下の[RESET]ボタンは
操作履歴を削除します。



テンプレートの使用法

以上で、事前の準備は完了です。

次に、プロファイルカードの選好順序を取得する実験を⾏います。



実験の開始

まず、テンプレートのパワーポイントを実⾏すると、
情報⼊⼒のスライドが表⽰されます。

①被験者に名前また
は番号をキー⼊⼒し
てもらいます。

②⼊⼒後は右下の
[実験開始]ボタンを
クリックする。



プロファイルカードの選択

例えば、９種類のプロファイルカードの中から、
被験者が⼀番欲しいカードを逐次クリックしてもらいます。

実験終了



プロファイルカードの選択②

クリックされたプロファイルカードは消え（最背⾯に移動）、
残りのカードの中から⼀番欲しいカードを選択してもらいます。
同じ選択をすべてなくなるまで繰り返します。

実験終了



実験の終了

すべてのプロファイルカードの選択を終えたら、
右下にある［実験終了］を選択してください。

実験終了



実験の再開

情報⼊⼒の被験者登録スライドに戻りますので、実験を再開します。



エクセルでの計算

以上で、プロファイルカードの選好順序取得の実験は完了です。

次に、エクセルでコンジョイント分析を⾏います。



操作履歴データ

全ての被験者の実験が終了したら、スライド実⾏を中断して、
操作履歴のスライドに移動して、そのスライドを実⾏します。
履歴データの編集はスライド実⾏中にしかできませんので、スライド実⾏中
に履歴データをコピーして、エクセルのワークシート上にペーストします。
そのデータ編集して、エクセルのプロファイル順序の表を作成します。



コンジョイント分析の内容

エクセルのコンジョイント分析は[使⽤法][例題⼊⼒][例題出⼒][⼊⼒][出⼒]
の５つのワークシートで構成されています。

なお、
直交表と
プロファイル選好順序表
（パワーポイントで⼊⼿したデータ）

を⽤意します。



分析の開始

[⼊⼒]のワークシート上で、[開始]→[マクロ]の順にクリックします。
[マクロ]ボタンを押した後に、マクロのダイヤログが表⽰されます。
[コンジョイント分析]の[実⾏]をクリックしてください。



セルの範囲の選択

直交表、そしてプロファイル順序表のセルの範囲を選択する⼊⼒ボックスが
表⽰されます。
それぞれのセルの範囲をマウスでドラッグして選択します。

最後に、
分析結果のグラフ化の有無を
問うメッセージボックスが
表⽰されるので、
[はい]をクリックします。

なお、詳細はエクセル内の
例題を参照してください。



分析結果

分析結果が[出⼒]のワークシートに表⽰されます。



分析結果のグラフ化

グラフ化を選択した場合は、分析結果の下側に、エクセルの
グラフウィザードによるグラフが⾃動的に表⽰されます。
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